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特集

生活習慣病 知る

各年齢までの累積がん罹患リスク

資料：公益財団法人がん研究振興財団「がんの統計’14」
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資料：厚生労働省「平成26年人口動態統計月報年計（概要）の概況」

資料：厚生労働省「平成26年人口動態統計月報年計（概要）の概況」

※悪性新生物、心臓病、脳疾患、腎不全、糖尿病、自殺の合計を１００
とした場合の割合

主な死因別にみた死亡率の年次推移
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死
亡
率（
人
口
10
万
対
）

悪性新生物

心疾患

肺炎
脳血管疾患

不慮の事故
自殺
肝疾患
結核

「
時
間
が
な
い
か
ら
」「
検
査
に
伴

う
苦
痛
な
ど
に
不
安
が
あ
る
か
ら
」

「
健
康
に
自
信
が
あ
る
か
ら
」と
い
っ

た
理
由
で
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
低

い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
グ
ラ
フ
5
。

自
分
自
身
の
た
め
に
も
、
あ
な
た
の

大
切
な
人
の
た
め
に
も
、
定
期
的
に

検
診
を
受
け
、
健
康
管
理
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
を
す
れ
ば
絶
対
が
ん
に
か
か

ら
な
い
と
い
う
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、が
ん
に
か
か
る
危
険
性
を
で
き
る

だ
け
低
く
抑
え
る
方
法
は
あ
り
ま
す
。

「
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
新
１２
か
条
」を

参
考
に
生
活
習
慣
を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
の
2
人
に
1
人
が
が
ん
で
死
亡

平
成
２６
年
度
の
市
民
の
死
因
の
第

１
位
は
悪
性
新
生
物（
が
ん
）（
５０
・
０
％
）

で
、
２
人
に
１
人
が
が
ん
で
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。次
い
で
心
臓
病
が
２７
・

５
％
、
脳
疾
患
が
１４
・
１
％
と
な
っ

て
い
ま
す
グ
ラ
フ
1
。

国
の
状
況
も
ほ
ぼ
同
じ
で
す
グ
ラ

フ
2
。
国
の
統
計
で
も
、
主
な
死
因

の
年
次
推
移
を
み
る
と
、
悪
性
新
生

物
（
が
ん
）
は
一
貫
し
て
増
加
し
て

お
り
、
昭
和
５６
年
以
降
、
死
因
順
位

第
１
位
で
す
7
面
・
グ
ラ
フ
3
。
そ

し
て
そ
の
死
亡
率
は
ほ
か
の
病
気
を

は
る
か
に
上
回
り
続
け
て
い
ま
す
。

2
人
に
1
人
が
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク

加
齢
に
伴
い
、
が
ん
に
か
か
る
リ

ス
ク
は
高
ま
り
ま
す
。
超
高
齢
社
会

の
今
日
、
一
生
の
う
ち
に
、
男
性
は

１０
人
中
６
人
、女
性
は
１０
人
中
４
・
５

人
が
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
と
い
う
デ

ー
タ
も
あ
り
ま
す
グ
ラ
フ
4
。
あ
な

た
に
も
忍
び
寄
っ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
ん
。
か
か
る
か
も
し
れ
な
い

が
ん
に
つ
い
て
、
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
命
を
救
う

医
療
の
発
展
に
よ
り
、
が
ん
は
早

期
に
発
見
し
治
療
す
れ
ば
、
治
る
可

能
性
が
高
い
病
気
と
な
り
ま
し
た
。

が
ん
は
、
は
っ
き
り
し
た
自
覚
症
状

が
出
た
頃
に
は
、
病
状
が
深
刻
な
も

の
に
な
っ
て
い
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
大
切
で
す
。

を
～元気に長生きするために知っておきたいこと～

健康で過ごすためには病気にかからないことが大切ですが、多く
の人が、がん、糖尿病、高血圧症などの生活習慣病にかかっていま
す。また、医療費と密接な関係にある国民健康保険の財政状況は厳
しい状況が続いています。
いつまでも健康でいられるように、市の取り組みと皆さんへのお

願いを特集します。

問 国民健康保険課�９６３－９１５４ 市民健康課�９７８－３５１１

死死
因因
のの
第第
11
位位
はは
悪悪
性性
新新
生生
物物「「
がが
んん
」」

�
各
年
齢
ま
で
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
る

お
お
よ
そ
の
確
率
で
、
平
成
20
年
の

デ
ー
タ
を
基
に
し
た
も
の
で
す

自自自自自自自自自自自自
覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚
症症症症症症症症症症症症
状状状状状状状状状状状状
がががががががががががが

なななななななななななな
くくくくくくくくくくくく
てててててててててててて
もももももももももももも
検検検検検検検検検検検検
診診診診診診診診診診診診
をををををををををををを

〜
自
分
の
健
康
と
命
を

守
る
た
め
に
〜

がんを防ぐための新１２か条
１条 たばこは吸わない

２条 他人のたばこの煙をできるだけ避ける

３条 お酒はほどほどに

４条 バランスのとれた食生活を

５条 塩辛い食品は控えめに

６条 野菜や果物は不足にならないように

７条 適度に運動

８条 適切な体重維持

９条 ウイルスや細菌の感染予防と治療

１０条 定期的ながん検診を

１１条 身体の異常に気がついたら、すぐに受診を

１２条
（科学的根拠に基づくがん情報を得て予防法を身につけましょう）
正しいがん情報でがんを知ることから

資料：公益財団法人がん研究振興財団「がんを防ぐための新１２か条」

医療費

年間

3兆8850億円
医科診療医療費全体の

１３．５％
資料：厚生労働省「平成２５年度国民医療費の概況」

受療・患者

継続的な医療を受けている人

約163万人
入院は１２万９４００人（調査日）
外来は１７万１４００人（調査日）
資料：厚生労働省「平成２６年患者調査」

国全体の医療費は膨大 受療・患者も多数

＊胃がん検診ペプシノゲン法・ピロリ菌抗体
検査（血液検査）は40・45・50・55・60・65・
70・75歳の希望者が対象です

内 容
便潜血検査
胃内視鏡検査または胃部X線検査
頸部・体部の細胞診検査
（体部は医師の診断により実施）

視触診・マンモグラフィ（X線）検査
自己検診法の説明

胸部X線検査
肺がん喀痰検査（必要時）

血液検査（PSA検査）
視触診検査

※予防接種や健（検）診を行っている医療機関などの情報を掲載している平成28年度保健カレンダーは4月1日発行予定です。
実施期間等が変更になる場合があります。詳しくは市民健康課（�978－3511）へお問い合わせください

自己負担額
500円
2000円（血液検査は500円追加）＊

頸部 1000円
頸部・体部 1700円

1500円

かくたん

1000円（喀痰検査は500円追加）
300円（喀痰検査は500円追加）
800円
900円

市では毎年、各種がん検診を実施しています
〈平成28年度版〉

対 象
年度年齢40歳以上の方
年度年齢40歳以上の方

年度年齢20歳以上の女性

年度年齢35歳以上の女性で偶数
月生まれの方および平成27年度
未受診の方（集団または医療機
関のどちらか）（2年に1回）

年度年齢40歳以上の方
（医療機関または集団のどちらか）

年度年齢50・55・60・65・70・75歳の男性
年度年齢40歳以上の方

実施期間（予定）
5月～11月
5月～11月

5月～11月

5月

6月～7月

5月～8月
8月末～10月
6月～11月
5月～2月

がん検診の種類
大腸がん検診
胃がん検診

けい

子宮頸がん検診

乳がん検診（集団）

乳がん検診（医療機関）

肺がん・結核検診（医療機関）
肺がん・結核検診（集団）
前立腺がん検診
口腔がん検診
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資料：埼玉県国民健康保険団体連合会資料：埼玉県国民健康保険団体連合会
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資料：埼玉県国民健康保険団体連合会（平成26年度累計）資料：埼玉県国民健康保険団体連合会（平成26年度累計）
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60代前半で急激に増加しています

＊

初
期
の
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行

生
活
習
慣
病
は
初
期
の
段
階
で
は

自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
症

状
に
気
づ
い
た
と
き
に
は
す
で
に
合

併
症
が
起
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
糖
尿
病
の
代
表
的
な

合
併
症
と
し
て
は
、
糖
尿
病
性
網
膜

症
、
糖
尿
病
性
腎
症
、
糖
尿
病
性
神

経
障
害
が
あ
り
ま
す
。
進
行
す
る
と

失
明
、
人
工
透
析
、
手
足
の
し
び
れ

え

そ

や
壊
疽
（
腐
っ
て
し
ま
う
こ
と
）
と

い
っ
た
深
刻
な
状
態
に
な
り
え
ま
す
。

レ
セ
プ
ト
分
析
か
ら
わ
か
る
こ
と

越
谷
市
国
民
健
康
保
険
の
レ
セ
プ

ト
（
平
成
２７
年
３
月
分
）
を
分
析
す

る
と
、
１
カ
月
の
レ
セ
プ
ト
５
万
６

８
７
３
件
の
う
ち
、
生
活
習
慣
病
の

レ
セ
プ
ト
件
数
は
２
万
８
６
２
５
件

で
、５０
・
３
％
、２
件
に
１
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
レ
セ
プ

ト
件
数
の
う
ち
、
高
血
圧
症
は
１
万

６
０
３
６
件（
５６
・
０
％
）、脂
質
異
常

症
は
１
万
２
１
０
０
件（
４２
・
３
％
）、

糖
尿
病
は
８
３
０
７
件（
２９
・
０
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
（
複
数
に
該
当
す

る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
疾
患
で
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
）
表
1
。

60
代
前
半
か
ら
急
激
に
増
加

代
表
的
な
生
活
習
慣
病
と
言
わ
れ

る
病
気
の
患
者
数
を
年
代
別
に
分
類

す
る
と
、
５０
代
後
半
頃
か
ら
患
者
数

が
増
え
始
め
、
６０
代
前
半
頃
か
ら
急

激
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
グ
ラ
フ
6
。

健
診
を
受
け
る
こ
と
で
早
期
発
見

自
分
で
は
自
覚
で
き
な
い
症
状
や

忍
び
寄
る
病
気
を
見
逃
さ
な
い
た
め

に
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
越
谷
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
４０
歳
〜
７４
歳
の
方

を
対
象
に
、
特
定
健
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
受
診
率
は
高
く
は
あ
り
ま

せ
ん
9
面
・
グ
ラ
フ
7
（
各
保
険
者
で

も
健
診
を
実
施
）。
特
定
健
診
は
６

割
以
上
の
対
象
者
が
未
受
診
で
、
特

定
保
健
指
導
は
９
割
以
上
の
対
象
者

が
未
実
施
と
な
っ
て
い
ま
す
。
病
気

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
病
気
に

な
っ
て
も
重
症
化
し
な
い
よ
う
に
生

活
習
慣
の
改
善
を
心
が
け
、
健
康
な

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

生生
活活
習習
慣慣
病病
でで
怖怖
いい
のの
はは
合合
併併
症症

特定健診結果による生活習慣病発症リスク保有者
男女ともHbA1c（ヘモグロビン・エー・ワン・シー）、LDLコレステロール、血圧（収縮期血圧）が高い割合
を示しています。HbA1cは数値が高いほど糖尿病発生リスクが高まります。LDLコレステロールは量が多い
と動脈硬化を進行させます。高血圧は動脈硬化を進行させ、心臓病や脳卒中等を引き起こす要因となります。

年年にに１１度度はは健健康康チチェェッックク！！ 特定健診・特定保健指導

社会保険等に加入してい
る方は、加入している健
康保険組合が実施します

特定健診は、生活習慣病を予防するために、メタボリックシンドロームなどを
早期発見し、生活習慣の改善につなげるための健診です。
対象：越谷市国民健康保険に加入する40歳～74歳の方

健康に関心を持ち、年１回は特定健康診査を受ける習慣をつけましょう特定健診の流れ

生活習慣を見直し、改善に向けて自らが進んで実践できるようにしましょう特定保健指導の流れ

65歳の人が健康で自立した生活を送ることのでき
る期間（具体的には、65歳になった人が要介護2以
上になるまでの期間）を65歳健康寿命と言います。
越谷市の男性の65歳健康寿命は16．91年、女性の65
歳健康寿命は19．94年です。毎年健診を受けて、65
歳健康寿命を延ばしましょう！
＊ここでの65歳健康寿命の定義は埼玉県によるもの

対象者は特定保健指
導を申し込みます

�動機付け支援
�積極的支援
特定保健指導の対象

者には案内通知を送付
します。ぜひお申し込
みください。

�
結果が届きます

受診の約1～2カ月
後に健診結果と生活習
慣改善に関する情報が
届きます。その後、対
象者には特定保健指導
についてご案内します。

�
健診を受けます

メタボリックシンド
ロームの発見に重点を
置いた腹囲やBMI、血
圧、血糖、脂質、肝機
能などの項目をチェッ
クします。

�

市から受診券が
届きます
実施医療機関等のお

知らせを確認し、受診
券に必要事項を記入の
うえ、実施期間内に必
ず1回受けましょう。

1 2 3 4

情報提供
生活習慣を見直すきっかけとなる情報を提供します。

動機付け支援
専門職（保健師や管理栄養士など）との原則1回の面接で目
標を立てます。6カ月後に改善状況の確認が行われます。

積極的支援
専門職（保健師や管理栄養士など）との初回面接で目標や行
動計画を立て、継続してサポートを受けます。6カ月後に改
善状況の確認が行われます。

必要度：低い

必要度：中程度

必要度：高い

保
健
指
導
の
必
要
度
に
応
じ
て

情
報
提
供
や
保
健
指
導
を
行
い
ま
す

�

特
定
健
診
の
結
果
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
を
総
合

的
に
判
断
し
ま
す

越谷市の平均寿命と65歳健康寿命（平成25年）
女

86．06年
19．94年

資料：埼玉県保健医療部衛生研究所

男
79．62年
16．91年

平均寿命
65歳健康寿命

次ページからは国民健康保険の医療費と国保財政の現状をお伝えします

平成26年度
割合
（％）
28．4
21．2
48．9
16．6
55．2
54．9
9．7
1．9
48．8
61．8
53．3
49．0
22．3
15．2

資料：埼玉県国民健康保険団体連合会（平成27年9月抽出）

リスク保有者
（人）
2，633
2，902
4，533
2，277
5，111
7，521
898
260
4，521
8，478
4，939
6，722
2，065
2，089

受診者
（人）
9，267
13，708
9，267
13，708
9，267
13，708
9，267
13，708
9，267
13，708
9，267
13，708
9，267
13，708

平成25年度
割合
（％）
29．0
21．1
50．6
16．7
53．4
52．6
10．6
2．2
47．2
60．9
53．7
48．4
22．2
14．7

リスク保有者
（人）
2，595
2，783
4，530
2，194
4，782
6，921
951
293
4，223
8，010
4，803
6，367
1，983
1，938

受診者
（人）
8，951
13，160
8，951
13，160
8，951
13，160
8，951
13，160
8，951
13，160
8，951
13，160
8，951
13，160

BMI 男性
BMI 女性
腹囲 男性
腹囲 女性
HbA1c 男性
HbA1c 女性
HDLコレステロール 男性
HDLコレステロール 女性
LDLコレステロール 男性
LDLコレステロール 女性
収縮期血圧 男性
収縮期血圧 女性
拡張期血圧 男性
拡張期血圧 女性

表1 越谷市国民健康保険のレセプト分析（平成27年3月分）

糖尿病

4，491
3，816
8，307

人工透析

169
97
266

1，846
1，213
3，059

大血管障害
虚血性心疾患

1，715
1，436
3，151

脳血管疾患
12，975
15，650
28，625

生活習慣病の
レセプト件数

1カ月の
レセプト件数
24，820
32，053
56，873

被保険者数

44，806
47，998
92，804

男性
女性
総数

糖尿病以外の血管を痛める因子
脂質異常症
5，038
7，062
12，100

資料：埼玉県国民健康保険団体連合会

高尿酸血症
1，971
397
2，368

高血圧症
7，857
8，179
16，036

糖尿病合併症
糖尿病性神経障害

195
118
313

糖尿病性網膜症
481
372
853

糖尿病性腎症
388
249
637

男性
女性
総数

＊レセプト…患者が受けた診療について、医療機関が保険者（市町村や健康保険組合等）に請求する医療報酬の明細書



特集 生活習慣病を知る

10

広報こしがや季刊版●春号（平成28年3月）

11

5歳階級別人口と被保険者数 （平成26年9月末現在）
グラフ9
（人）

資料：国民健康保険課資料：国民健康保険課

越谷市民　男
越谷市民　女
国保被保険者数　男
国保被保険者数　女
被保険者数：９３，０９３人

18,000
16,000
14,000
12,000
10,000
8,000
6,000
4,000
2,000

0
歳0～

4
5～
9
10
～1
4
15
～1
9
20
～2
4
25
～2
9
30
～3
4
35
～3
9
40
～4
4
45
～4
9
50
～5
4
55
～5
9
60
～6
4
65
～6
9
70
～7
4
75
～7
9
80
～8
4
85
～8
9
90
～9
4
95
～9
9
10
0～  

繰入金
7.6%
繰入金
7.6%
繰入金
7.6%

国保税
23.1%
国保税
23.1%
国保税
23.1%

交付金
66.8%
交付金
66.8%
交付金
66.8%

その他
2.5%
その他
2.5%
その他
2.5%

医療費
65.5%
医療費
65.5%
医療費
65.5%

医療費関連
33.0%
医療費関連
33.0%
医療費関連
33.0%

その他
1.5%
その他
1.5%
その他
1.5%

繰入金（7.6％、28億3626万円）
のうちの12億円は
法定外繰入金

平成26年度決算額
361億1237万円歳入 歳出

➡
グラフ11

法定外繰入金の推移
グラフ12
（億円）

資料：国民健康保険課資料：国民健康保険課
0

2

4

6

8

10

12

14

H26H25H24

3

6

12

国保加入者１人当たり医療費と国保加入者数の推移グラフ8

資料：国民健康保険課資料：国民健康保険課

加入者一人当たり医療費

（円） （人）

国保加入者

261,445

276,029

306,474

98,887

98,274

※医療費は、加入者の一部負担金、国民健康保険からの保険給付、その他公費負担を合わせた保険診療による医療費の総額です。
加入者数は各年度９月末現在

230,000

240,000

250,000

260,000

270,000

280,000

290,000

300,000

310,000

H26H25H24H23H22 92,000

93,000

94,000

95,000

96,000

97,000

98,000

99,000

100,000

297,791297,791297,791

286,408

95,23795,23795,237

93,09393,09393,093

97,09997,09997,099

人口3区分の推移グラフ10

資料：企画課資料：企画課

（人）

※2010年は各年1月1日現在、2015年以降は各
年4月1日現在。2020年は2015年までの実績
値を基にした推計値

平成22年
（2010年）

平成 27年
（2015年）

平成 32年
（2020年）

年少人口（0～14歳）
生産年齢人口（15～64歳）

高齢者人口（65歳以上）

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

45,92745,92745,927

218,032218,032218,032

45,12745,12745,127

211,827211,827211,827

44,10044,10044,100

210,300210,300210,300

61,90361,90361,903 77,73977,73977,739 85,40085,40085,400

入院（歯科を除く） 外来（歯科を除く）
平成26年度　疾病大分類別医療費の割合グラフ13

新生物（がん等）
19.9%

循環器
19.1%

精神
11.1%消化器

7.1%

筋骨格
6.8%

呼吸器
5.6%

尿路性器
5.5%

損傷、中毒
5.2% その他

19.8%

循環器
15.9%

内分泌
14.1%

尿路性器
11.2%

新生物
（がん等）
9.4%

筋骨格
8.5%

呼吸器
7.4%

精神
6.1%

眼
5.9%

消化器
7.0%

その他
14.4%

※少数第2位を四捨
五入しているため
合計は100%を前
後します

※少数第2位を四捨
五入しているため
合計は100%を前
後します

資料：埼玉県国民健康保険団体連合会資料：埼玉県国民健康保険団体連合会

６５
歳
〜
７４
歳
の
被
保

険
者
は
今
後
も
増
加

＊
国
民
健
康
保
険
と
は
、
病
気
や
ケ

ガ
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
加
入
者
（
被

保
険
者
）
が
保
険
税
を
出
し
合
っ
て
、

医
療
費
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。
自

営
業
の
方
、
農
業
や
漁
業
を
営
ん
で

い
る
方
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
方
な
ど
が
加
入
し
ま
す
。
医
療
機

関
に
か
か
っ
た
と
き
に
は
、
費
用
の

一
部
（
原
則
３
割
）
を
加
入
者
が
負

担
し
、
残
り
を
市
（
国
保
会
計
）
が

医
療
機
関
に
支
払
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
加
入
者
は
大
き
な
経
済
的
負
担

を
心
配
せ
ず
に
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

平
成
２６
年
度
の
国
民
健
康
保
険
の

保
険
給
付
費
（
医
療
費
）
は
約
２
３

６
億
４
５
３
４
万
円
で
、
国
保
会
計

歳
出
の
６５
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
平
成
２２
年

度
は
２６
万
１
４
４
５
円
で
し
た
が
、

平
成
２６
年
度
に
は
３０
万
６
４
７
４
円

と
な
っ
て
お
り
、
約
４
万
５
０
０
０

円
も
増
加
し
て
い
ま
す
グ
ラ
フ
8
。

こ
れ
は
被
保
険
者
の
高
齢
化
の
進
展

や
医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
る

も
の
で
、
こ
の
傾
向
は
今
後
も
続
い

て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

医
療
費
が
増
加
す
る
一
方
で
、
加

入
者
の
総
数
は
少
な
く
な
っ
て
お
り
、

国
保
税
収
入
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政

状
況
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
平
成
２６
年
度
は
、
１２
億
円
を
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
医
療
費
等

に
充
て
て
い
ま
す
。

６５
歳
〜
６９
歳
の
市
民
の
約
７１
％
、７０

歳
〜
７４
歳
の
約
８２
％
が
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
ま
す
グ
ラ
フ
9
。

ま
た
、
平
成
２６
年
９
月
末
現
在
、
国

民
健
康
保
険
加
入
者
の
う
ち
６５
歳
以

上
の
割
合
は
３８
・
０
％
で
、
埼
玉
県

よ
り
も
３
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
は
社
会
保
険
等
に
加
入

し
て
い
る
方
で
も
、
定
年
退
職
等
に

よ
り
多
く
の
方
は
国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成

３２
年
に
は
６５
歳
以
上
の
市
民
は
８
万

５
４
０
０
人
と
な
る
こ
と
が
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
グ
ラ
フ
10
。

国
民
健
康
保
険
全
体
の
加
入
者
は

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
６５
歳
〜
７４
歳

の
加
入
者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
年
齢
層
の
加
入
者
は

増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

法
定
外
繰
入
金
は
12
億
円

平
成
２６
年
度
の
越
谷
市
国
保
会
計

の
歳
入
・
歳
出
を
簡
略
化
し
た
も
の

が
左
の
グ
ラ
フ
で
す
。
歳
入
の
う
ち

２３
・
１
％
が
国
保
税
、
６６
・
８
％
が

国
や
県
か
ら
の
交
付
金
等
、
そ
の
他

が
２
・
５
％
で
す
。
残
り
の
７
・
６
％

が
繰
入
金
で
す
が
、
繰
入
金
２８
億

３
６
２
６
万
円
の
う
ち
、
１２
億
円
が

法
定
外
繰
入
金
と
な
っ
て
い
ま
す

グ
ラ
フ
11
。

国
保
会
計
は
、
医
療
保
険
と
い
う

特
定
の
事
業
の
運
営
を
行
う
も
の
で
、

市
の
一
般
会
計
か
ら
独
立
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
本
来
で
あ
れ
ば
歳

出
に
見
合
う
財
源
を
確
保
す
る
べ
き

で
す
が
、
国
保
税
や
国
・
県
か
ら
の

交
付
金
等
だ
け
で
は
対
応
で
き
ず
、

地
域
の
医
療
保
険
を
守
る
た
め
に
、

や
む
を
得
ず
一
般
会
計
か
ら
法
定
外

繰
入
金
を
繰
り
入
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
金
額
は
年
々
増
え
続
け
、
平
成
２４

年
度
は
３
億
円
、
２５
年
度
は
そ
の
倍

の
６
億
円
、
２６
年
度
は
そ
の
さ
ら
に

倍
の
１２
億
円
に
達
し
ま
し
た
グ
ラ
フ

12
。
今
後
も
こ
の
ペ
ー
ス
で
伸
び
続

け
る
と
、
国
保
財
政
を
悪
化
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
市
の
ほ
か
の
事
業
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

高
額
な
医
療
費
が
財
政
を
圧
迫

ひ
ん

危
機
に
瀕
し
て
い
る
国
保
財
政
の

大
き
な
理
由
は
、
医
療
費
が
増
え
続

け
て
い
る
こ
と
で
す
。
全
て
の
病
気

を
予
防
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
中
に
は
生
活
習
慣
の
改

善
に
よ
っ
て
予
防
で
き
る
病
気
、
重

症
化
す
る
前
に
対
応
で
き
る
病
気
も

含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
発
症
す
る
と
多
く

の
場
合
、
継
続
的
に
医
療
機
関
を
受

診
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な

る
と
、
さ
ら
に
医
療
費
が
か
か
る
た

め
、
予
防
・
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
大
切
で
す
。
こ
の
こ
と
は
医
療
費

の
削
減
や
国
保
財
政
の
安
定
化
に
つ

な
が
る
だ
け
で
な
く
、
何
よ
り
も
あ

な
た
の
健
康
を
守
り
ま
す
。
健
康
保

持
の
た
め
、
各
種
健（
検
）診
の
受
診

や
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

こ
ん
な
に
か
か
る
医
療
費

平
成
２６
年
度
の
市
の
医
科
入
院
と

医
科
入
院
外
は
そ
れ
ぞ
れ
約
９７
億
円
、

歯
科
は
約
２２
億
円
、
調
剤
は
約
５９
億

円
と
い
ず
れ
も
高
額
で
す
表
2
。

疾
病
大
分
類
別
に
医
療
費
を
み
る
と
、

入
院
で
は
新
生
物
（
が
ん
等
）
の
割

合
が
１９
・
９
％
と
最
も
高
く
、
次
い

で
循
環
器
（
高
血
圧
・
脳
梗
塞
・
心

疾
患
等
）
が
１９
・
１
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。外
来
で
は
循
環
器
が
１５
・
９
％

と
最
も
高
く
、
次
い
で
内
分
泌
（
糖

尿
病
等
）
が
１４
・
１
％
と
な
っ
て
い

ま
す
グ
ラ
フ
13
。

ピ
ン
チ
で
す
！

増
え
続
け
る
医医
療療
費費

国保

６５歳～７４歳の被保険者数とその割合の推移
平成
26年度

35，364

38．0

資料：国民健康保険課

平成
25年度

34，312

36．0

平成
24年度

33，142

34．1

平成
23年度

31，836

32．4

平成
22年度

31，754

32．1

65歳～74歳
の被保険者
数（人）
65歳～74歳
の占める割
合（％）

平成２６年度 科目別年間医療費（１０割）
1人当たり
医療費（円）

103，587

103，947

24，025

63，507
資料：平成26年度国民健康保険事業状況（速報値）

費用額（円）

9，656，826，151

9，694，591，603

2，239，690，829

5，920，330，155

科目

医科入院

医科入院外

歯科

調剤

ひ
ん

危
機
に
瀕
す
る
国国
保保
財財
政政

⃞↖
11
面
に
続
く

⃞↙
10
面
か
ら
続
き

※65歳～74歳の占める割合（高齢化率）は38．0％で、埼玉県の高齢
化率は35．0％となっています（平成26年9月末現在）

ほ てん

＊法定外繰入金…一般会計からの赤字補塡

表2
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※

※

※

※

医療費通知の発送
医療費通知は、皆さんが病気やケガのため医療機関で受診したとき、その医療費がどれく

らいかかり、その支払いはどのようになっているかを知っていただくこと、そして健康管理

の大切さについての理解を深めていただくものです。この通知をもとに医療費に対する意識

を高め、適正な受診を心がけていただくきっかけにもなります。

市では、医療機関で受診された世帯に年６回、医療費通知を発送しています。医療費通知

が届きましたら内容をご確認ください。

ジェネリック医薬品の利用促進
ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、新薬（先発医薬品）の特許期間が

過ぎた後に販売される新薬と同じ効能のある医薬品で、新薬よりも低価格です。

市では、生活習慣病に関する薬剤についてジェネリック医薬品に変更した場合

３００円以上安くなると見込まれる方に、差額通知を年２回発送しています。ま

た、ジェネリック医薬品希望シールを配布し、利用を促しています。

重複受診者や頻回受診者への訪問
同じ症状の病気やケガで複数の医療機関を受診すると、医療費が増えるだけでなく、検査

や投薬も重複することにより、治療に支障をきたし身体に悪影響を与える可能性があります。

また、同じ症状の病気やケガで多数回受診すると、不必要な受診となり医療費が増えます。

市では、重複・頻回受診者を対象に保健師が個別訪問し、保健指導を行っています。

特定健診等の実施と人間ドック検診料の一部助成
生活習慣病の予防・早期発見を目的に、市では４０歳～７４歳の国民健康保険加入者を対象とする特定健康診査と、

越谷市で資格を有する後期高齢者医療制度の加入者を対象とする後期高齢者健康診査を行っています。また、人間

ドック検診料の一部を助成しています（特定健康診査・後期高齢者健康診査を受診した方は、当該年度に市の人間

ドック検診料助成金は受けられません）。

特定健診結果説明会
正しい知識の習得と生活習慣の改善を促すために、健診結果の見方や生活習慣病予防

に関する講演会を年３回実施しています。

歯科健診・相談
市内の公共施設で、毎月１回、歯科健診・ブラッシング指導・歯と口腔に関する相談を行っています。

生活習慣病のリスクをチェックしましょう

何よりも大切なもの それはあなたの健康です

医医療療費費適適正正化化とと健健康康管管理理意意識識のの向向上上をを目目指指ししてて
�市の主な取り組み�

ジェネリック医薬品の
利用率

５５．１％
（平成２６年度平均）

あなたは
大丈夫？

とっても怖い「高血圧症」
頭痛がするときがある

肩がこりやすい

耳鳴りがするときがある

めまいがするときがある

どうきがするときがある

吐き気がするときがある

息切れがする

手足のしびれを感じるときがある

偏った食生活をしている

お酒を週に５日以上、日本酒換算で２合以上飲んでいる

睡眠が不規則である

運動不足である

肥満または肥満ぎみである

たばこを吸っている

ストレスが多い

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

一無・二少・三多で生活習慣病を予防
三多

（さんた）

身体を多く動かし（多動）、しっか
り休養をとる（多休）、多くの人・
事・物に接する生活（多接）の勧め

資料：一般社団法人日本生活習慣病予防協会

二少
（にしょう）

少食・少酒
の勧め

一無
（いちむ）

無煙（禁煙）
の勧め

高血圧の方は国内に約3000万人以上いると言われていま
す。血圧が高い状態が続いていても、自覚症状はないこ
とが多いです。しかし、放置すると動脈硬化や狭心症、
心筋梗塞や脳卒中など、命に関わる病気へつながる危険
性が高くなります。定期的に血圧を測り、食生活や運動
などの生活習慣を改善することがとても大切です。

とっても怖い「糖尿病」
太り気味である、太っている

家族に糖尿病の方がいる

食べ過ぎてしまう

運動不足である

不規則な生活で、食事時間もまちまちである

朝食は食べないことが多い

お酒をたくさん飲む方だ

脂っこいものが好きでよく食べる

甘いものが好きで、おやつをよく食べる

夕食時にたっぷりと食べる

海草類や野菜などはあまり食べない

忙しくてゆっくり休めない

年齢が４０歳以上である

妊娠中に血糖値が上がったことがある（女性のみ）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「高血圧症」「糖尿病」「メタボ」などのリス
クをチェックすることができます。市ホームペ
ージで「こころの体温計」を検索してください。
携帯電話からは右の二次元コードも利用できま
す。利用料は無料です（通信料は自己負担）。

＊医学的な診断をするものではありません。結果に関わらず、気になるこ
とがあるときは、専門の医療機関にご相談ください

利用方法

糖尿病には痛みなどの自覚症状が少ないことから、疑い
がありながらそのまま治療を受けないことが多くありま
す。しかし、放置すると重大な合併症を引き起こします。
年に1度は特定健診等を受け、HbA1c（ヘモグロビン・
エー・ワン・シー）の値を確認しましょう。

生活習慣病予防７７大大セミナー
高血圧・心臓病・脳卒中・脂質異常症・糖尿病・

COPD（慢性閉塞性肺疾患）・腎臓病

市では、生活習慣病の基礎知識と予防方法について、医
師がわかりやすく解説するセミナーを毎年実施しています。
２月３日、中央市民会館で「血糖値が高めの方へ～糖

尿病予防セミナー」が開催され、６７人が参加しました。
この日の講師は越谷
レ

参加者は熱心に聴き入っていました

イクタウン内科の
藤本まどか院長。わ
かりやすい説明に参
加者は大きくうなず
いたりメモをとった
りしていました。

※国保のみ


